
地域ケア推進会議

鹿児島市地域包括支援センター　喜入

【計画】 作成担当者： 内匠　緑

開催場所 喜入公民館

参加者

民生委員：2人、地域団体構成員：4人、医師：1人、医療法人ケアマネジャー：2人、警
察：1人、社会福祉協議会：1人、保健センター保健師：1人、地域包括支援センター職員：
6人

総数 18 人

開催日時 令和02年01月30日 10:00 ～ 11:30

内容

テーマ
第３回地域ケア推進会議
（認知症になっても住みやすい町づくりに向けて）

目的
地域包括支援ネットワークの構築、地域課題の発見、地域づくり・資源開発

概要

(1)生活支援コーディネーターより報告
(2)11月30日地域ケア会議の報告
(3)喜入セブンの今後の展開について
(4)その他

【結果】

開催日時 令和02年01月30日 10:00 ～

内容

(1)生活支援コーディネーターより報告
①介護サービス事業所活用支援事業について　②支えあい活動助成金について
・活用支援事業については、今後必要な場合の手順などを確認できた。支えあい活動補助
金については、喜入の介護保険でのヘルパー受け入れが厳しくなっている状況を知っても
らい、今後の地域活動の必要性を共有できた。

(2)１１月３０日地域ケア会議の報告
・１１月３０日開催の肝付町の能勢様の講演の内容や感想などを説明。参加できなかった
委員にも共有でき、他市町村の取り組みや考え方について学ぶことができた。

(3)喜入セブンの今後の展開について
①第２回地域ケア推進会議の意見を踏まえ、今後の活動について提案
・地域住民の認知症についての理解を深めるために、喜入包括ケアネットワークのスタッ
フが地域に出向き、講話をする方法を提案。身近な集落での開催をしてほしいという意見
が多く、好意的に受け止めていただけた。今後、担い手不足についても、見守りメイト養
成講座を喜入で開催し、地域で活躍できる人を増やしていけるようにする。
②意見交換
「喜入の各地域の活動で自慢できること、宝物」「今後地域でしてみたい活動・あったら
いいなと思える活動」
・各地域での行事や集会、お祭り、見守り活動（ともしびグループ）など、自慢できるも
のを数多く出していただけた。今後、地域での集会などを活用し、認知症についての理解
を深める活動をしてほしいという声が多く聞かれた。また、子どもや若い世代を含んだ地

今後の課題など

・認知症の講話依頼についての広報活動をしていき、来年度の実施につなげる。
・講話活動をする中で、地域の声を拾うようにしていく。
・喜入セブンの活動については、随時進捗を確認して、地域の声に沿った活動を展開でき
るようにしていく。

開催場所 喜入公民館

参加者

民生委員：2人、地域団体構成員：3人、医師：1人、医療法人ケアマネジャー：2人、警
察：1人、社会福祉協議会：1人、地域包括支援センター職員：6人

総数 16 人

11:30


